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Calculated MW: 40 kDa; Observed MW: 46 kDa
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	Homer1 抗体を使用したマウス脳溶解物中の Homer1 のウェスタン ブロット分析。
	

	Homer1 抗体を使用したラット脳溶解物中の Homer1 のウェスタン ブロット分析。

